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一 冒

’
隔
；
．
r

部　
今
か
ら
六
十
八
年
前
の

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、

関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
あ
わ
せ
て
約
十
四

万
人
。
こ
う
し
た
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
な
い
た

め
に
、
九
月
一
日
は
、
「
防

災
の
日
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
今
年
は
、
災
害
対
策

基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
三

十
周
年
を
迎
え
、
ま
た
市

制
施
行
四
十
周
年
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
防

災
関
係
機
関
十
一
一
団
体
と

陸
上
自
衛
隊
え
び
の
第
二

十
四
普
通
科
連
隊
の
協
力

を
得
て
、

五
人
が
参
加
し
て
、

八
日
六
百
二
十
初
め

て
の
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

垂
黒　睦声

『　ドー
茎．

墜

訓練想定を発表する消防長

．
　
「

　訓練を通ヒて関係各機関が防炎技術
を錬磨し、相11：の連携を深めることは意

義深く、今後の防災対策に坐かされま
す。訓練において、みなさまのご健闘を
お願いしま実と、あいさつする．鮭封市長

懲9目8日13け1体625ノ＼が参加して、日

市総．合防災訓練が実施されました。

轟屋F三r”’‘て．

＝まf＝＿ず紹

　　塾中豪雨
不明者が数名
・レ隊が捜索を

されているハ
救助活動をす

　陸．．卜．自偉fF墓ク）支据…に　よ　り　辱　お：二ぎり

を作り配食する日赤奉．fl；団・県議団体

のかたがた

　
「
津
波
警
報
」
発
表
の
聖
心
｛
疋
で
、

市
長
は
消
防
長
に
住
民
へ
の
避
難
広

報
を
指
．
不
。
広
報
を
う
け
て
避
難
誘

導
訓
練
を
行
う
長
江
区
自
主
防
災
会

　
訓
練
は
、
　
『
東
支
那
海
に
発
生
し

た
低
気
圧
が
瓦
州
西
岸
に
達
し
た
た

め
、
几
州
南
岸
か
ら
遠
ざ
か
り
活
動

の
弱
ま
っ
て
い
た
梅
雨
前
線
も
北
上

し
、
県
北
部
を
中
心
に
昨
夜
か
ら
時

間
雨
瞳
六
レ
ミ
リ
を
超
す
大
雨
が
降

り
続
い
て
お
り
、
特
に
日
向
市
で
は

へ
－
朝
・
へ
時
か
ら
配
賦
ま
で
の
　
時
間

に
托
レ
丘
ミ
リ
の
記
録
的
な
激
し
い

雨
が
降
り
、
死
時
ま
で
の
総
隆
　
水
圏
里

は
五
百
ミ
リ
に
達
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
宮
崎
地
方
気
象
云
口
は
、

大
雨
・
洪
水
警
報
、
雷
雨
・
波
浪
注

意
報
を
発
表
し
、
警
戒
を
呼
び
か
け

て
い
た
が
、
集
巾
L
栄
雨
に
よ
り
県
の

北
部
を
中
心
に
各
地
で
土
砂
崩
れ
に

よ
る
家
屋
の
倒
壊
、
道
路
不
通
、
河

川
の
決
壊
、
家
屋
の
浸
水
な
ど
紹
火
害

が
発
生
し
て
い
る
．
．

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
向
灘
に
大

規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
日
向
、
延

岡
で
雪
二
度
六
、
　
｛
呂
崎
、
　
油
津
で
震
度

五
、
都
城
で
震
度
四
を
観
測
し
た
。

　
日
向
灘
で
は
大
津
波
の
来
襲
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
福
旧
岡
管
区
片
八
飢
家
ム
ロ
は
、

「
津
波
躯
‘
－
報
〔
ジ
ュ
ウ
ロ
ソ
ク
才
オ

ツ
ナ
こ
こ
一
を
発
表
し
た
．

　
な
お
．
こ
の
地
震
の
た
め
、
破
害

は
激
増
し
、
現
在
、
判
明
し
’
、
い
る

だ
け
で
日
向
市
の
被
害
は
、
全
壊
・

流
出
家
屋
百
…
．
卜
．
戸
．
半
壊
家
屋
百

ペ
レ
．
尺
浸
水
家
屋
五
百
ニ
レ
戸
、

死
苦
∴
打
方
不
明
者
一
．
卜
五
名
、
負

　三重衝突事故が発生し，車内に閉じ
込められた人を救出するため、油圧カ
ッターで車体を切断する消防署員。

，

閲しあ
期たr）．．‘

消した地
火と．震
にい般ノ〉
当．）住た

た想宅め
る定か一
自でら食
．1≡『火ヒ量≦

li方消災準

災火が備
会器発中
員で生で．

　
電
源
の
な
い
所
に
．
高
唾
発
電
機

車
と
移
動
変
唾
器
卓
を
使
い
．
避
難

所
へ
の
電
力
確
保
に
つ
と
め
る
托
州

．
電
力
日
向
営
業
所
の
職
員

傷
者
．
．
ド
［
五
聖
名
．
道
路
不
通
四
十

五
ヵ
所
に
達
し
た
。

　
日
向
　
市
は
縦
火
電
一
対
斡
嘔
本
部
及
び
水

防
底
－
部
を
設
置
L
、
厳
亜
な
警
戌
体

制
夕
　
レ
ニ
・
！
ハ
～
．
［
レ
一
い
・
つ
眠
穴
霊
目
柑
心
（
疋

で
．
陸
ヒ
自
衛
隊
え
び
の
第
一
．
卜
四

普
通
糾
連
隊
．
肖
冶
公
民
館
婦
尺
部

連
合
会
、
日
赤
参
仕
団
日
向
支
部
、

日
向
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
、
市

役
所
に
よ
る
「
炊
き
出
し
訓
練
一
か

ら
始
ま
り
、
細
島
海
上
保
安
署
、
日

向
警
察
署
、
市
役
所
、
日
向
市
消
坊

本
部
・
消
防
署
、
日
向
市
消
防
団
、

長
江
区
自
主
防
災
会
に
よ
る
「
情
報

伝
馴
蓬
、
広
報
及
び
避
難
訓
練
一
、
消

　
市
竃
火
霊
口
村
策
本
部
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
移
動
無
線
劇
を
現
地
に
配
置

し
緊
急
連
絡
用
臨
時
電
話
を
設
置
す

る
N
T
T
日
向
営
業
所
職
員

ナ

自↓

　
　
　
　
融

S
　
　
y

防
団
、
長
江
区
自
主
防
災
会
に
よ
る

「
火
災
消
火
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
」
、

托
州
電
力
〔
株
〕
日
向
営
業
所
に
よ

る
「
電
力
供
給
訓
練
」
、
消
防
署
に

よ
る
一
、
ボ
ー
ト
に
よ
る
孤
立
者
救
出

訓
練
塩
、
日
向
警
察
署
、
消
防
署
救

急
隊
に
・
♪
る
「
水
難
救
助
訓
練
一
、

日
向
土
木
事
務
所
．
消
防
署
、
消
巧

団
．
市
役
所
に
よ
る
「
水
防
工
法
訓

練
」
、
N
T
T
日
向
営
業
所
に
よ
る

「
緊
急
連
絡
用
臨
時
電
話
設
置
訓
練
」
、

消
防
署
に
よ
る
「
車
両
救
出
消
火
訓

練
」
が
行
わ
れ
、
参
．
加
者
は
厳
し
い

残
暑
の
中
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組

み
ま
し
た
、
、
ま
た
、
会
場
で
は
「
起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
」
も
行
わ
れ
、

関
痕
大
．
震
災
の
揺
れ
や
日
本
海
中
部

地
震
の
揺
れ
な
ど
を
実
際
に
体
験
し

て
い
ま
一
“
た
．
、

　
起
．
震
車
で
さ
ま
ぎ
ま
な
震
度
の
揺

れ
を
体
験
す
る
長
江
区
自
主
防
災
会

の
r
ど
も
た
ち

2
3
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家族で地震対策を万全に

地
震
が
起
き
た
と
き

　
ま
す
落
ち
着
い
て
身
を
守
る

　
地
震
が
起
こ
り
、
大
き
な
揺
れ
が

あ
な
た
を
襲
「
．
て
も
、
す
ぐ
外
に
飛

び
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
屋
外
に

出
た
と
た
ん
に
、
瓦
や
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
が
落
ち
て
き
て
、
思
わ
ぬ
ヶ
ガ
を

す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
て
す

　
グ
ラ
ワ
レ
一
三
㌔
た
ら
、
　
す
ば
や
／
＼
ガ

ス
器
具
の
．
尾
栓
を
締
め
、
厄
気
器
興

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど
」
て
、

火
力
始
末
キ
「
し
ま
」
よ
う
そ
し
て
．

唱
品
を
守
り
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
．
ト
に
－
身
を
か
く
し
ま
す
．

　
爪
痕
裕
が
あ
る
場
ぺ
口
は
、
玄
関
の
扉

な
ビ
を
開
け
、
出
［
を
確
保
し
ま
し
ょ

　
”
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
住
宅
な
ど

は
．
地
．
蚊
の
揺
れ
で
扉
か
ゆ
が
み
、

開
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
か
ら
で
す
．
、

　
家
か
ら
避
難
す
る
と
き

　
　
大
揺
れ
が
止
ま
っ
た
ら

　
　
　
指
定
の
場
所
へ

　
地
辰
で
怖
い
の
は
、
火
災
、
津
波
．

山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
な
ど
の
一
．
次
災

宝
以
、
す
。
こ
の
よ
う
な
一
．
次
災
害
の

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
一
．
卜
注
渇
し
て
避
難
し

ま
し
よ
う
。

　
諜
波
や
が
け
山
並
れ
な
ビ
は
、
地
震

が
起
き
て
か
ら
短
時
間
の
う
ち
に
襲
っ

て
き
ま
す
．
大
揺
れ
が
止
ま
っ
た
ら
、

指
定
の
避
難
栃
所
へ
た
だ
ち
に
避
難

一
｝
て
く
だ
さ
い
．
、

　
避
難
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
歩
き

ま
し
ょ
う
．
．
車
で
の
避
難
は
交
通
混

乱
を
招
き
ま
す
．
．
ま
た
．
火
災
や
事

故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
．
．

避
難
す
る
と
き
の
注
意

危
険
な
場
所
を
避
け
て
安
全
に

　
避
難
す
る
と
き
は
、
次
の
曰
う
な

場
所
に
」
心
し
ま
し
よ
う
、

「
］
狭
い
路
地
や
田
期
詮
・
．
わ

　
瓦
か
落
ち
て
き
た
り
、
プ
ロ
ソ
7

塀
や
コ
ン
ク
リ
：
卜
塀
々
倒
赴
て
き

た
り
し
て
危
喚
で
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
通
ら
亀
よ
う
に
し
ま
　
二
車
う

2
川
べ
り
や
が
け

　
地
境
の
揺
れ
て
地
盤
が
崩
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る
こ
レ
一
が
多
．
い
の
で
．

冴
尾
密
旺
・
リ
（
、
い
レ
あ
り
に
一
7
上
あ
一
「
よ
・
，

　
近
く
に
広
場
や
丈
た
な
建
物
ワ
あ

ヶ
と
き
は
、
　
．
町
そ
二
に
避
殆
」
て

q
り
の
様
r
を
う
か
∂
い
、
」
女
全
な

避
雅
崩
路
を
考
え
て
か
ら
、
行
動
す

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

＝
避
難
の
際
の
持
ち
物

　
持
・
．
’
、
い
く
も
の
は
最
低
阪
、
必

．
要
な
も
の
だ
け
に
し
ま
す
　
す
ぐ
に

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
目
　
う
か
ら

避
難
袋
を
壁
μ
隔
し
て
お
く
こ
と
が
た

切
で
す
．
ま
た
、
家
一
妨
か
離
れ
ば
な

れ
に
な
っ
た
ヒ
き
の
こ
レ
一
を
考
え
て
、

避
難
袋
の
な
か
に
は
、
、
承
族
ム
L
員
の

氏
宮
式
を
作
っ
て
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ

う
．
．
こ
れ
に
は
、
住
所
、
氏
名
」
、
郎
－

齢
、
血
液
刑
L
、
非
常
時
の
連
絡
牛
兀
、

避
難
予
定
地
な
ど
を
、
濡
れ
て
も
消

え
な
い
よ
う
に
記
械
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

運
転
中
の
と
き

道
路
の
左
側
に
停
車
さ
せ
る

　
大
地
震
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
、
ま
た
、
も
し
大
地
F
．
．
か
起

き
た
と
き
、
運
転
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
．
．

一
f
．
∵
牧
ん
畦
．
、
．
目
り
発
せ
ら
れ
た
と
き
に

　
は
、
危
険
一
－
け
備
え
速
度
を
落
レ
一
す

　
大
地
「
冊
か
起
き
た
と
き
に
は
、
道

　
路
の
左
側
に
停
嘔
さ
せ
る
．
．

一
．
ラ
〆
オ
な
ど
か
ら
地
、
柄
報
や
」
父

　
通
情
報
を
聞
き
、
そ
れ
に
嬉
し
た

　
行
動
を
と
る
．

　
一
寂
津
呂
が
h
凪
げ
魍
…
脱
制
キ
声
仔
っ
て
い

　
る
と
き
は
、
そ
の
指
．
小
に
従
う

　
　
蛙
難
の
た
め
に
唯
ウ
一
伸
匹
旧
弔
一
｝
な
い
．
、

・
一
夕
を
置
い
ノ
、
魁
難
ず
る
場
ヘ
ロ
は
、

　
道
路
か
ら
離
し
κ
、
E
躯
さ
せ
る
．

．
．
や
む
を
え
す
車
を
道
路
ヒ
に
置
い

　
’
、
避
難
す
る
場
合
は
、
次
の
よ
う

　
．
－
ー
レ
ま
t

　
・
肛
を
道
路
の
左
側
に
置
く

　
・
エ
ン
／
ン
を
止
め
る

　
・
エ
ン
／
ン
キ
ー
は
付
け
て
お
く

　
・
窓
を
閉
め
る

　
・
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
な
い

4

豊
か
な
経
験
と

能
力
が
生
か
せ
ま
す

　
公
共
的
な
団
体
で
す

　
シ
ル
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1　看「」　『1」i：　さ　 ！17　 ノ）　 ：3　　 ノ
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か1去硲大臣から尺権持洋重二員に列嘱

さ2コ口　した

　．本市の人擢擁藍雪餅は次ク）5ノ＼て．

す．尺椿lill題なヒ．いろいろなごヒで．

お困りノ〕かたは、お気雫．二ご相FI人を
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　　起／　　ノ

　　イ　　　カ
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　収支の状況

　　（収　入）

三セ　　　　で1～　　L83〔〕τ・

そノ）他　 12r．

叫〔尺r能。1．L842f・

　　（支　出）

会II義費　　235「・

’卜携費　　3け3r』

．銭イ¶費　　619「．

丈出含Ill　l．157「・
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た
黒
木
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10月12日

10月12日

9月29日窓
10月12日磐

11月11日

市制40周年記念式典

薪　能　公　演
日向現代彫刻展

松竹歌舞伎公演
9月13日行われたNHK「歌謡リクエストショー」公開

録画の放送予定日は、10月i5日午後8時ですも
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そく「Ill技の植イ・せん定や1～ホリの苧く1」り

なとの全「tn亀を1」いました

騰
広報ひゆうがに載った写真を
さしあげます。

前もって係までお電話を？

「一一保健婦だげO

　　暑かった夏もようやく過ぎ、朝夕は

　めっきり涼しくなりました。みなさん

　の中には体調を崩した人はいませんか。

1季節・変・・肱体調・壊・・すl

Iい時季でもあります。風邪などをひか

iないように気をつけましょう。また、
E
　秋といえばスポーツ、読書など何につ

　けても過ごしやすい時でもあります。

　今までの暑さで敬遠していたかたも、

　積極的に取り組んでみましょう。特に

スポーツは、地区の運動会、ゲートボ

ール大会などいろいろ行われますので、

参加してみてはいかがですか。

　体や心が健康だと、毎日の生活が充

実して生き生きしてきます。この秋、

自分の生活を見直してリフレッシュし

てみませんか。

　最後に、よくいわれるのが食欲の秋。

おいしい食べ物を目の前にすると、つ

い食べ過ぎてしまいますが、自分の胃

と相談しながらおいしく食べましょう。

みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄ぜください。
広報‘｢ゆδが
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∫こ門員存1艮巌さんbllか氏理乙1厨／、　吋、1】上、に　　球をr渡

し圭した　Ilほくは一1’い事なしのをたくごんいたたさあllか
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10月のスケジュール

日向市役所1000一一1600
（日向ライオンズクラブ協力）

日向農協本店930～U30
シャストファソション　1200一一1300

宮崎太陽銀行財光寺支店　1430～1530

（財光寺商店会）

NTT日宣宮業手【成分転コ】　100e～1E　OO

宮崎太陽銀行日向支店　1000～11　0

紀竜産業株式会社丁200～130
日向製錬所株式会社　1430一・16　0

寿屋日向店田0α～田0
県日向総合庁舎【成分轍血】　mOO～帽　0

8月中の交通事故（日向市分〉
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一止まって確認、無事故に挑戦一
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【医書■■■■■■■■■■■■■■■騰悪ζ∵・市蜥備驕番号は5a2111番です

．あなたの要望や提案が
　　　　　　　　　　暮らしをよくします

　　　　　　　　　　10月13日～19日／秋の行政相談週間

　　　乏川iに村L1炎に　」きたいカ・、　ヒこ力

窓L卜＼iJ彗ナ．よ・・」・ノ）カ・うノ・カ・，’，な」・　一礼と

「・斤に江山を，iいたいか、1亘才妾出rr，Jきた

く1よなし・」　　こんなヒきは、ff証気伺L、炎

委員に相・1目してくたさい、

　’肖〉・保1喚・道路・交通安全・登、；己・

農地・泊費者保護・郵便・労働基1｛1な

ヒク）［L【・｝也ノ∫ブ戸更μ斤のfi4鉾や、　JR・

NTT・公社’公1・月’公「重なヒノ）fl：‘劃

についてノ）．邑見、要望や苦’1青をfl二民か

ら聴いて、問題を解決していく　」’頼れ

る人’「 @一それか子1－政柑、炎委員てす

　日向市の竹政相談委Llは、片ヒ鉄雄

さ　！くゴ　LLF「i　・　金ケ‘兵／智57－1701〕　と

メ〈fL，血rさん　 ぜト1京田12J｝1　容51一

43b〔Dのお． ﾚて．計

　村L、炎：よ、包丁呂てもカ・ま

軽に二相11炎くたざの

ません　お気

●消火器について

：餌lf湘糊肇：

　とき■10月25日10：00一’5：CIC

　とこる■売〔P史公民鋳

　こ相談を受けるかた

　行政相談委員／人権擁護委員／宮

　崎地方法務局延岡支局職員
　問い合わせ■市民課（容内線2139）

、

　　　　原稿用紙：5枚以内　②1季駅ロ吾

　　　　一40⑪字。吉め原稿用紙1枚に

　　　　5句以内　．3）ポスター一匹1

　　　　つし刀りμ垣珪」糸氏（ノト’■≠1・2

　　　　年’｝・は八つ切りでもかまい

　　　　ません、）「人権週間」の

　　　　支：字＝を入れるときは「12月

　　　　4日一一10日」を必ず入れて

　　　　　ください．
｝駐占ム数■ノト、匡菩1’｝∫＝生∫よ各ゼ津級力・ら5

　　　　点以内　高校生、　・般は各

　　　　f乍品ともに1人1点まで

内　　容■いずれの作品も同和問題を

　　　　中心とした人権尊重を訴え

　　　　るもの
締め切り■10月31日まで

表　　彰■入選者には賞状と記念品を

　　　　贈1）ます

申し込み・問い合わせ■巾社会教育課
〔君内線2423）

の技術を学んでみませんか

定　　員■20人（定員になり次第締切）

・受講資格■婦人を村寺にします

受講料■無料〔テキスト代50011D

申込完■県婦人就業援助センター一日
　　　　1句｝也1ズ：季目談li斤（實52－1345｝

　　　　※月・木曜日のみ
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1抹，漏ξi葱霧葺集一I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I’受’験r資格■工8曙範↓ス　【27「義ヰ、ir謎】　　　　　　　　II

・受＝ナf寸‘ナ■舞｝輩1を」田L：．＝　　　　　　　　　　．

　受け付け及び問い含わせは、宮崎地1
連II向r蹄・斤、冒52－6…｝14・か、b総務I

I深「君内線2222＞へ @　　　　　　　　1
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1’ X1健康つくO日向市歩こう大会

．と　きレ10月10日㈲〈体育の日〉

　　　　各会場とも午前9時集合

　ところレ中央会場　　而役所前広場

　　　　平岩会場　 軍岩．♪学校

陸，、合。謂謹。。妻諜鍛、

害者の相圧理解、心身障害児巷に対す

る理解を深めていただくためにスポー

ツ大会を実施します。

と　き■10，jlO日　 9β寺30分～

ところ■大E谷運動公園陸ヒ競技場

　　（雨天の場合は総合橘制．センター〕

●’91みやざき住みよい家づくり展

　年ごとに開発される住宅部品、設備

機器の展’ゴ、窪築・住宅に関する相羨

等を行い、住みよい家づくりに関する

情報を提供するために開きます、

と　き■10月25目から27日まで

ところ■宮崎・宮交シティ2F；皆

繊漁驚無漏翼灘欝撫欝灘馨蟹繊1撫灘騨転 ●青少年ホーム教養講座の受講生

　　　最近の火災について統計からみると、

　　建物火災のうち7割か住宅火災で、多

　　くの八二と財産が失われています

　　　いざというときに最も頼りになるの

　　が消火器ですか、ただ置いておくだけ

　　では防火に役疏てることはできません

　　　そこて、次のことにご注意を、

交　①消火器は目につきやすく、取り出し

謬三無細身・③国
巡方法を熟知しておいてください。〔各
鴇種・訓繍・参加し・渓際・｛吏・てみ

談　ることをお勧めします．）

露撮肺内で消職員と紛らわし・・
月　服装で個人庄宅を訪問して、消火器の

17販売や薬剤の詰め瞥えを強要するとい
昆淳例があるようですが消1坊署で・

時このようなことは一一題していません．

撃灘漏鴇鮎繍
ら　へ連絡してください。
／

中
央
公
民
館

一1

　●10月置労働保険適用促進月間です

〈労働保険とは〉

　雇用保険と労災保険との総称です．

〈労働保険は、強制保険〉

　政府が直接管理、運営しています．

〈労働保険の加入手続きは〉

　公共職業安定所または労働基準監督

署で行ってください。

　くわしくは目向公共職業安定所（費

52－4131）におたずねください。

　●10月11日に振り込みます

　　　　　　　　　　一児童手当
　隔日耳当をうけているかたへ、振り

込みのお知らせをします
　10月支率含つ｝　〔34モ6月過・ら9月分・ま

て）は、10月11目みなさんの煩金目座

に振り込みます。くわしくは市上裡
事務所（君内線2164〕へ．

●行政書士月間
　　　　10月1日～31日

　行政山口は、官公署に提出する，鰍1夏

その他権利義務、事実証明に関する陰等

類を作成し、その提出季統き及び相鹸

を受けることを業としています

　宮崎県行政書士会では10月1rlから

31目までを「行政書十＝月問」として、

各会員事務所で各種の行政事務につい

ての無料相談を実施します。お気軽に

行政冷川葬務所へお越しください

　負けな‘」τ甘の言葉ど誘惑に…

1　　全国防犯運動／10月11日～20日

　今lrは「暴力追放〔暴力団の排除1，

　と「少年の」旨r防1同を1重点事項に全

国防犯運動が実施されます　みなさん

　のご理解とご協力をお願いします

1市での主な行事は、次のとおりです。

　ウ防犯推進大会・防犯パレード

Il〔〕月5日午後2時／文化交流センタ

☆シンナー問題を考える会

工0月16日頃後2時30分一総合旛祉七ンター

　勤労1㍉少年のみなさん、何かやって

みょうがなと思ったら教養講座へ．

」　十　r．

’説教i

」　埋　敦　㌔

羊　1直　教　重

価　q　教乏・

　　監辱

矯　7　綾至

・「花教1【

　l　Iウ

ひ　㌦ll　埼」1　．し日

r　rII　　ll　　L3呂　’・’眞h目、、」1「

k　コ呂

ご乃呂

6　‘「．ぎ．

・織部羅づ姦
　労働安全衛生法に基づく各別免、午試

験いF成3年度一ド半期110月～3月）

　　■2

逮名　・
㍗　・、呂　ギ懐6時3D分一9時

時　　　　　腎　　　瞬　　震

　　　　　，拝・「1－
　　　L引ゴ≒　　　　　Lu」吐一目｝1．匙

　　　　　レ1「｝’｝－
　　　　　1．口h匿l11「，」ド．隻

　　　　　蔓’嗣5「
　　　　　1　

1　」I　I河F I
」
1 「　F曳

　　　　　崩物盟自隔1レf
　　　　　r甲備
　　　　　卜「艮．ヤー」僚更［，㌔　　1ヨ｝・．1・∫

　　　　　煽5、■葡

　　　　　欄眉引翻軽
　　　　　r拝・r1、
　　　　　LL、」．．11‘E．皇

受溝料■無料〔材料代は自己負担〉

資　格■市内に住むか勤務する勤労肖

　　　少年（職業訓練校生、求職中

　　　のかた…なとを含みます）

　くわしくは勤労青少年ホーム〔君内
線2811、夜間52－2115）へ
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の試験日程が決まりました。

　くわしくは、九州安全衛生技術セン
ター（雪0942－43－3381）カ＼最寄り

の労働基準監督署におたずねください

●技能検定試験（国家試験）

　噛F成3年度後期技能検定試験を次の

とおり実施します

受＝　f寸■10月1日から10月16日まて

。式験日■12月6日からLド成4年2月23

　　　　日までの指定した目
職　　手重■さ　く　井、　，失一1二、　看口裁など38看1夢

　くわしくは県庁労政能ノ」開発課〔含

0985－26－7105｝または、宮山奇県職菜

能力開発協会〔倉0985－58－1570〕へ

●人権作品

む

●手話の受講生

　初級毛話溝習会の受講生を募集して

います　講習期間は6か月間です、

講習目■昼の部　毎週月曜目の午前10

　　　　　　　時から正午まて

　　　夜の部　毎週イ《曜目の午後7

　　　　　　　時から9時まで

会場■市総合福祉センター
受講料■テキスト代1．000円のみ

申し込み・問い合わせ圏市福祉峯務所

　　　　　　　　　　（麿1勺線2169）
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　12月4「1から10日までの「人権週間」

を前に作文・標匹1吾・ポスターを募集し

ます．ふるってご応募を．

対　　象■市内に住んでいるかたなら

　　　　どなたでも、
募集作品■①作文（意見如＝joO’｝：晶め

●編み物講習の受講生

　県婦1＼就業援助センターでは、初心

者を対象に基礎技法を取り入れた手編

み講習会を行います　あなたも手編み
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け
ば
、

甘
柿
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

手
っ
取
り
早
い
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
使
い
、
タ
ン
ニ
ン
物
質
を
不
溶
性

　　ド

　　　　　　か　も

遜諜
霧艦
蔭
柿
の
果
肉

ツ
プ
、
俗

　
柿
は
、
秋
の
味
覚
の
代
表
と
い
え

ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
柿
に
は

甘
柿
と
渋
柿
が
あ
り
ま
す
が
、
果
物

の
な
か
で
甘
い
、
渋
い
が
あ
る
の
は

柿
だ
け
。
長
い
年
月
を
か
け
て
渋
柿

肉
の
な

賎
婁

煽
惑

●

，

化
さ
せ
、
脱
証
す
る
方
法
で
す
。

　
渋
柿
約
一
キ
ロ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
、
焼
酎
か
ウ
イ
ス
キ
ー
を
十
㏄

吹
き
か
け
、
口
を
縛
っ
て
日
当
た
り

の
い
い
と
こ
ろ
へ
置
い
て
お
く
と
、

柿
の
品
種
に
も
よ
り
ま
す
が
．
一
週

間
ほ
ど
で
甘
く
な
り
ま
す
。
深
い
お

蟹
　
　
　
酎
を
入
れ
、
へ
た
の
部
分
を

　
　
　
　
よ
く
浸
し
て
も
O
K
で
す
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
炭
酸
ガ
ス
を
使

　
　
　
　
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
渋
柿
と
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

を
入
れ
て
お
く
と
、
五
日
も
す
れ
ば

甘
く
な
り
ま
す
。
渋
柿
一
キ
ロ
に
対

し
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ニ
十
グ
ラ
ム
が

目
安
で
す
。

　
渋
柿
は
、
赤
く
色
づ
い
た
硬
め
の

も
の
を
使
い
、
あ
ま
り
寒
く
な
ら
な

い
十
月
頃
ま
で
が
、
こ
の
よ
う
な
渋

抜
き
に
は
最
適
で
す
。
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広報1♪ゆう、が

［1　二　　　　F「1～＝　　　　委斐　　　　　　　 1　旨，　＿　」弓4〔ヨ　［il二「ξ1｝＝

＼

「

男

女

q
」

1［　　5ト．三u9　長　　　一37：

27．27．1へ

3け．935　／＼

．15．

2z．

　納税メモ（10月）

ril　I県　民　税　　　　：当国

国民健康保険税　　　　4期．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
旨　歯料葺師餐だより　　1
…　今回は、乳歯が生えそろう3歳位ま…

　での乳幼児のお話しをします。

　　この時期は、体も心も大きく成長す

…るときです。丈夫で立派な体．規則正
1しい食習慣、清潔習慣などの生活習慣．
1

レは、すべてこの時期に重要な基礎が作：

：られます。今までは母親がチ供の行動、

i食べ物を100％近く把握できていたので…

膿間撮タ脇嫉鵬下野
十分にできなくなり、精神的にも成長1

の過程で、大なり小なりみられる反抗1
2期に入ります。

　虫歯の主な原因の一一・つに甘いものが1
　　　　　　　　　　　　　　　　　「

ほけん1．窯
　　　　　　　．．7

　　　　　　　　　　　）●乳幼児の健康診査

3か月児

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す

離妻嘉重：嫉膿驚1
　でもだらだらと食べていると虫歯にな

　りやすいのです。甘いものを食べたり

：飲んだりするときは、量を少なくしそ…

1の時間も短くすることです、また、食

1べた後は必ず歯磨きか水などでうがい
1をさせ，早く口の中から甘いものを追

　い出すようにしましよう。

！　3歳までに、食べ物の好き嫌いを作

…らず、何でもよく噛んで食べる習慣を

　身につけさせたいものです。よく噛む；

　と食べ物の消化、吸収がよくなるだけ

　でなく、顔やあごの成長を促し、脳へ

　も刺激を与えるのです。　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　i宏電鍵ちは『だ｝人で1

夜寝る前に親が必ず　　．　310

川州：1難劉碑鰍’：
一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　．　一一

鴎、　1

日　　 lr芋■10「lllii、25日　 13：け〔り一．14：1　い

ナ勢　　1｝斤■［1「rllf呆健闘iF　　　　歪至52．一．51〔jl．

ヒ寸　象■噛Fr」文3「卜7月「しまれ．

　7か月児
目　　li与■1〔PI18日　　　　　13：150一】4：〔m

／易　　げ斤■日rrllf累1窪師i卜　　　．倉52－51けII

司．　象■噛ド成3「卜31Piま21．

　1歳児
日　　II芋■1〔1月22日　　　　　 13：〔Xl－14：0〔．｝

土結　　［i斤■llf総≧r｝柘1峯1L　l、1．　．2奮52　　25721

対．　象■11ξr」文2「卜9月哩…ま2L

　1歳6か月児
日　　輝芋■10月15日　　　　　13：け0－14：0〔．〕

土易　　li斤■lif糸念r｝子　「1’げ止；．　．2奮52．一25721

村　象■LF成2年3月生圭れ

　3歳七
日　　μ与■10月4　日　　　　　13：0〔．）～14：｛Xl

場　1｝斤■H向保健所　　1費52－51〔．｝1｝

匙1．　象■昭和153年911硅巴まれ

　※時間はいずれも受：fJ．の時間です

　　母∫㌃健康f帳も忘れずに

●10月の休日在宅医

6日■fイ覧Hlj丙1二完ll外・専盗ケト・γ∫目皆・

　　　F芝　・　序層西㌍三十♂●52－7111｝　　柳［II日

　　　医院〔産婦ノ＼科’52－295〔〕l

　　　l竜．君」才丙F完｛1勺・下r琴神手十♂勝52　　24｛〕9〕

1〔川■＝イく医院1：産婦・外・胃陛易・質

　1堤，

1捜・33

親子映写会

①δ元Oのタロウ
　．アニメーション26分1

②どかこ1こか（，1陳勢。がとう

　、寄．映画3〔分．

　主催■市中央公民館・日向大郷ライブラリー

　と　き■10月16日水　19：00～

　ところ■市中央公民館（視聴覚室）

　　　有寸辛泉FI・♂●54　　4468E　　日ilFl「’こ／1～ヒ

　　　1「勺・’】、㌧　享和｝♂●52－25i5　　　　「．高f11

　　　’1丙［：完．害占亡い阿1糸釜郵1．♂●5．1－2806：I

I3［1■魚交1：轟ぞ茎｝「三ケトf1．Pく1「；完　♂し52－8191；

　　　If謙医院1内・胃腸科’52一．エ〔｝

　　　451　永田医院：「斥1婦1＼千十♂じ52

　　　－3388：1

2〔川■占ヒ’1内科1’1腸手十．’52　81181

　　　1ξillレミFレヒ　1上1．苧み　・四1月「イ丈千十♂●52

　　　‘．［2661　大シ、保医院1：外・胃腸

　　　季十♂じ52　　5338〕　　1．1｛ガ斗「彗F完U勺　・

　　　ゲ（・小児・II乎11及器F卜♂」63．．．1：565、

　　ゆとりの時代の育児スタイル

平成4年4月1日育児休業法がスタートします

27日■「r弓膏㌃クリニ．ソ7　1ぼ’胚・理．嗣マニ療1ノこ

　　　舌「卜♂り52－54881・　IH広1り丙［亮q勾’

　　　質・精神科．♂．b3．321P　　II向

　　　内科1：内・小1尼・胃腸科’52－

　　　0880）　　　備．集「泉1ケミ防と　Ij董婦・目［ll【1

　　　科’63　1（15m

※当番医がかわる場合があります、

　テレホンサーヒ』ス〔．君53－1214：1

　で．確認を！

事業圭のみなさん優良従業員を推薦してください。
　争年も優良従業員の表彰を行います

ので、該当のかたを推薦してください，

表彰基準層①市内に住んでいるかたで、

　　　　　市内の商T：業に勤務してい

　　　　　るかた。　②同事業所に
　　　　　満15年以一．L勤務しているか

　　　　　た．，ただし、従業員数が工

業20入以．卜、商業及びサー

ビス業5入以下の事業所は

10年以．ヒ勤務しているかた，

　③過去、この表彰を受け

ていないかた。

受：付期間■1〔｝月1日か’）20日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
提出先■市中1観光課か商工会議所…

印

刷

藤
屋
写
則
印
刷
株
式
会
社

　　　　児童美術展開群i中

　9月21日～29日／アスティ日向寿屋3階

　　■愛のご寄付（敬称略）

社会福祉協膿会へ噌霞埋し8月．一．8’3咽分．．

ﾟ1漆1｝f’1．ゴ愚1～1宮ノ，1㌃ド：：．；・溝1＝牽1・」F．3切

島III　Iじ；・乱樹、趣・1・；・根1：．〉＝輪恵冶ごlrl∫

ll：田D　l：．．＝．黒イ＜㌧1．稲川1切島山1〕じ．：・黒木

「㌧ ifI」　rr巳山酔口lIl　ひ：・貧1｝口1」蛙　　「　馳ン：超i董）　：．〉ゴ1．

門［真理ゴー堀　．ノ戸　レ・小出．・．キ．L　II宮

ノ）1つ　1．：：；・川目キクノ　1花ケIr．）：．．冠n乍

敏伎〔Ir・」江研D　l：：＞1【1原乳．エ／　1笹野中1
＝．．．」　4モ ラゼ〔FI’午　 f・　 ご　Ilr ｝」．）　　⊃二P ロゴ「｝ 』邑　　己f呆　 IF．　　旨　rk

lD　＞百原史郎　〔笹野西｝〉イ［1ほ［Irr．

1「．艇県船橋rlf〕：：．．・堀内政冶〔秋留〕

今月の表紙
　8日衆日月、．堆

㌣津の田∫並みに

ヒタ飾りの付い

た笹竹を持一．、た

ゴ．どもたちク）、

「おきよ、おきよ」

ヒいうノく声∫印璽響

き圭した

　これは、

なむ1． ｨきよ，

．F

@’

』8．

ﾅ｛5 麺
　　　　神武ノくllワ）お船出伝説にち

　　　　　　おきよ祭り：て．、べ朔

Il【歴8月1日1の日に〒1＝われています

　　ピリオド　〈∈尋
　こハヒころ．明けノ∫はかなり；京L．（

なり．予節ノ｝移り変わりを1】1しで．感ヒる

ζうになりました　歓ほスホ．．．ソや之

化．芸術に親しむンリに均星型ノ痔i節

　折しもこ力秋には、市制41凋f擁己念

’1蝶ヒL．＝現代彫刻展か．闇催され、薪

能．歌群伎ヒい．）B本のレ≧統芸能ノ松

i寅も旨定ざれてい圭す　舌1kノ）代名、：・i］が

似r霞｝ない私て．．すカご、気分に浸るため

にも㌧㌧（り鑑賞L．表．t　　　・．N．．
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